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比
較
性
な
き
統
計
的
計
数

効.

国

太

白日

枇
食
統
計
即
時
干
の
目
的
は
、
枇
舎
大
量
現
象

ω
秩
序
あ

る
紋
逃
ピ
、
枇
曾
大
量
現
象
閉
じ
存
在
す
る
常
例
の
溜

摘
及
び
因
果
関
係
内
究
明
ご
の
、
ニ
に
大
別
し
得
ゐ

O

後
の
目
的
を
迷
せ
ん
が
た
め
朋
ひ
ら
れ
る
研
究
方
法
は

数
揃
ゐ
る
が
、
そ
の
内
最
も
重
要
な
の
は
比
較
法
で
あ

z。
然
る

t
比
較
怯
は
之
を
適
用
L
得
な
い
場
合
が
頗

る
多
い
。
そ
の
理
由
は
何
臨
に
存
在
す
る
の
で
あ
ら
う

か。
同町
E
p
r
P
R
P
宮
・
大
皐
の
川
町
駅
r
致
授
は
、
印
川
)
回
目
守

口
命
日
』
島
町
宮
百
『
本
年
二
月
鋭
に
一
文
を
寄
せ

J
L
U

「比

較
性
な
き
統
計
的
計
数
」
を
生
す
る
理
由
じ
つ
い

V

て
注

意
す
吋
き
見
解
を
後
求
し
て
ゐ
る
o

例

τ共
り
所
説

ω

胤
略
を
紹
介
し
た
レ
J

」
邸
ふ
u

ニ

刺
設
に
入
る
に
先
も
、
統
計
的
計
数
、
統
計
早
で
用

雑

録

比
較
性
な
き
統
計
的
副
監

ひ
る
研
究
方
法

ι
し

τの
比
税
法
、
比
陵
情
な
き
統
計

的
計
数
ケ
持
千
る
理
山
等
に
澗
4
る
殺
授
山
根
本
的
意

見
を
、
略
逃
し
て
泣
き
た
い
。

数
授
に
よ
れ
ば
、
統
計
は
人
間
州
留
の
大
量
現
象
を

激
的
に
表
章
す
る
も
り
で
あ
る
o

而
し
t
求
草
す
る
心

云
っ
て
も
、
後
雄
桶
h
な
き
枇
~
回
大
量
現
象
を
そ
の
健

機
お
ヰ
る
の
で
は
な
く

t
、
県
問
的
に
も
質
際
的
に
も

重
要
な
分
類
を
施
す
ニ
ピ
に
依
て
、
号

ω本間
M
4
V
摘
出

す
る
の
で
あ
る
o

そ
の
手
総
Z
し
て
、
先
づ
大
法
似
山
野
町

を
行
ム
。
大
量
制
倒
袋
ど
は
何
ぞ
や
三
五
ふ
じ
、
一
言
に

L
t
議
せ
ば
、
大
量
現
象
の
間
半
位
を
定
案
仁
よ
り
洩
な

〈
数
へ
上
げ
、
各
車
位
の
有
す
る
特
徴
を
観
察
叫
陣
取
1
5
2

る
こ
正
に
他
な
ら
ぬ
。
次
に
大
量
凱
裂
に
よ
っ
て
得
た

結
換
を
、
各
柿
特
徴
の
差
異
又
は
多
少
を
標
準
ご
し

τ

分
類
す
る
o

以
上
二
段
の
手
練
を
施
し
て
後
得
ら
れ
る

計
数
が
所
前
統
計
的
計
数
で
ゐ
る
o

故
に
、
統
計
的
計

数
は
調
査
単
位
比
び
調
査
特
徴
に
付
す
る
意
義
如
何
に

よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
調
査
車
位
M
A
ぴ
調
奇
特
徴
弘
る

概
念
に
よ
っ

E
、
定
ま
る
の
で
ゐ
っ
て
、
決
し
て
大
量

現
象
を
如
貨
に
反
映
す
る
も

ω
で
は
む
レ
。

第
二
十
四
巻

ゴι

七

第
五
腕

五

t思l出t怯古主品er目s均批明品舵宇町問tdl罪
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宜

品
陸軍

第

二

十

問

血

管

比
肢
は
「
統
計
事
の
心
髄
」

(
U
2
〈
ゆ
片
岡
広
島
問
件
色
。
計
的
計
数
を
生
争
る
原
因
六
個
を
血
中
げ
て
ゐ
る
。

印

mm-o
己
耳
目
色
色
r)
ご
稀
せ
ら
れ
る
程
、
重
要
な
併
寸
調
査
の
正
確
度
の
相
違

究
方
法
で
ゐ
る
。

ζ

の
方
法
に
よ
っ

τ、
刑
舎
大
量
現
一
勧
前
に
比

L
て
近
時
の
統
計
で
は
精
神
編
者
癌
病
者

象
悶
に
存
在
す
る
常
例

M
C阿
果
関
係
を
明
仁
し
径
二
が
多
数
ピ
な
円
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

ω械
の
病
気

場
合
が
極
め
て
多
い
o

併
L
な
が
ら
、
「
比
較
に
よ
っ
て
一
が
近
来
日
特
に
多
数
ピ
な
っ
た
静
で
は
な
〈
、
調
査
が
完

常
例
及
び
因
巣
関
係
を
明
に
す
る
」
ご
云
ふ
の
は
、
貫
一
全
E
な
っ
た
縛
め
、
か

7
G結
果
を
生
じ
た
も
の
己
解

は
不

E
確
な
表
現
で
ゐ
う
て
、
正
し
く
は
「
大
量
現
象
一
せ
ら
れ

τゐ
る
o

放
に
之
に
闘
す
る
統
計
的
計
数
を
比

を
代
表
す
る
統
計
的
計
数
を
比
肢
[
、
以
L
大
量
現
象
一
戦
L
て
も
何
等
結
論
を
導
出

L
待
な
レ
の
で
あ
る
。
か

そ
の
も
の
、
問
に
存
在
す
る
常
例
及
び
因
果
関
係
を
明
↑
〈
の
如
(
調
査
の
正
確
度
に
相
遣
の
あ
る
こ
ど
が
比
較

に

す

る

」

ご

云

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

一

し

符

な

い

統

計

的

計

数

を

生

じ

る

第

一

ω
原
闘
で
あ

右
に
述
べ
た
こ
倒
り
事
情
|
l統
計
的
計
数
は
枇
曾
了
。
。

大
量
現
象
台
如
氏
に
反
映
し
な

νι
ピ
、
及
び
、
比
較
一
統
計
が
ぞ
の
庄
市
控
室
加
へ
、
事
質
的
奥

ω抽出化
X

法
は
統
計
的
計
数
を
比
較
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
大
量
現
一
は
差
異
を
よ
り
完
全
仁
表
草
す
る
こ
正
は
、
品
質
に
可
能

象
そ
の
も
の
、
聞
に
存
在
す
る
常
例
及
び
悶
川
市
側
一
僚
を
一
事
な
る

ωみ
な
ら
す
・
質
に
そ
の
日
楳
正
す
べ
き
理
想

明
に
せ
ん
ど
す
る
も
の
な
る
こ
正
ー
ー
か
ら
、
統
計
的
一
で
あ
る

O
L
か
も
比
較
を
主
仁
し
て
考
へ
る
ご
き
は
、

計
数
を
比
峡
し
で
も
例
等

ω結
論
を
導
き
得
な
い
場
一
か

7
Q聖
書
す
ら
行
は
れ
な
い
方
が
宜
ぃ
。
蓋
L
、
統

合
、
即
ち
比
較
性
な
き
統
計
的
計
数
を
生
守
る
の
で
ゐ
一
計
的
計
放
の
正
確
一
段
、
は
仮
令
小
な
り
ご
し
て
も
、
事
質

る

。

一

JE
踊
る
程
度
が
等
し
い
ご
す
れ
ば
、
事
質

ω縫
化
又
は

差
異
e

智
正
し
(
示
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

二
比
較
す
べ
き
統
計
的
計
数
の
方
法
論
的

~!/' 

比
較
性
な
き
統
計
的
計
監

九

J、

第
五
腕

-一一

致
授
は
以
よ
の
如
き
見
解
の
下
に
、
比
較
性
な
き
統

(
岩
〈
は

-、.

， ' . f" 



概

念

的

)

差

異

り

若

し

f
相
湿
し
て
居
b
、
を
の
結
旧
事
、
婚
捌
飽
カ
ゐ

方
法
論
的
に
見
1
同
和
の
統
計
的
計
数
の
み
が
比
較
る
男
女
数
は
必
十

L
も
総
人
口
仁
比
例
し
な
い
か
ら
で

牲
を
有
す
る
。
而
L
て
、
一
計
数
の
方
法
論
的
性
質
あ
る
。
か
、
る
結
川
市
を
避
け
る
晴
朗
め
に
は
、
腕
々
の
比

は
、
そ
作
成

i
調
査
ζ

王

子

整

理

編

成

|

一

驚

苦

最

も

震

な

も

の

(

上

ω例
に
き
は
婚
姻

の
際
基
礎
ご
し
た
概
念
に
よ
ち
決
定
せ
ら
れ
る
。
然
る
一
能
力
あ
る
男
女
歌
の
如
、
昔
、
)
を
選
捧
L
な
け
れ
ば
な
ら

に
宵
際
を
顧
み
れ
ば
、
同
一
現
象
を
掛
象
ご
す
る
統
計
一
ぬ

U

他
の
開
準
ご
云
は
宇
し
て
最
摘
常
の
標
準
己
云
ム

調
査
で
ゐ
っ
て
も
、
そ
の
調
査
四
単
位
、
調
査
特
徴
、
或
一
の
は
、
同
一
現
象
の
比
岐
に
賞
り
標
準
た
る
べ
註
事
項

は
分
類
標
準
に
附
す
る
意
義
は
必
中
し
も
同
一
で
な
が
数
多
併
存
し
、
標
準
の
異
な
る
に
従
つ

τ結
論
色
相

ぃ
。
こ
れ
比
較
性
な
き
統
計
的
計
数
b
n
生
す
る
第
二
困
一
逸
す
忠
場
合
が
、
麗
I
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
諸
積
の

で
あ
る
o

一
標
準
中
仁
は
自
ら
優
劣
の
別
が
あ
一
っ
て
、
之
が
評
債
は

こ
の
原
因
は
第
二
次
統
計
に
は
殊
に
多
〈
現
れ
る
。
一
必
宇

L
も
困
難
で
な
い
か
ら
で
あ
る
ο

所
得
税
法

ω改
正
は
所
得
統
計
山
比
較
性
合
害
L
、
刑
一
畑
一
定
の
図
巣
的
要
素
を
摘
出
し
得
な
レ
こ
正

罰
法
規
の
設
反
は
犯
罪
統
計
の
を
れ
を
傷
げ
る
の
で
ゐ
一
比
較
法
を
周
ひ

τ、
協
例
を
指
摘
1
因
果
関
係
を
究

る

い

一

明

せ

ん

が

斜

め

に

は

、

共

の

困

川

市

的

要

素

を

遊

離

せ

L

コ

ご

定

の

比

較

標

準

一

め

る

こ

正

、

換

言

す

れ

ば

、

被

差

訟

に

よ

る

も

そ

の

因

比
統
性
な
き
統
計
的
計
教
を
生
中
る
第
三
閃

u
一
定
一
果
関
係
に
於
て
の
み
異
な
る
比
較
大
量
を
阪
別
一
括
す

の
比
械
楳
準
で
ゐ
品
。
例
へ
ば
郡
部
別
婚
姻
遜
・

ω税
先
一
る
こ
吉
、
が
必
要
で
あ
る
o

然
る
に
此
の
手
総
を
施
L

を
試
み
る
際
、
婚
姻
数

ω総
人
口
に
劃
す
る
比
率
を
採
一
得
な

ν
場
合
は
稀
で
な
V
o

こ
れ
比
較
牲
な
き
統
計
的

っ
て
比
較
楳
準
己
す
れ
ば
、
何
等
結
論
に
到
達
し
な
計
数
を
生
す
る
第
四
の
原
因
で
あ
る
む

レ
。
何
正
な
れ
ば
、
人
口
の
年
齢
別
構
成
は
郡
部
に
よ
例
へ
ば
職
業
別
死
巳
率
問
に
著
し
い
相
遣
を
認
め
得

比
較
性
な
脅
統
計
的
計
量

• • 

雑

録

第
二
十
四
巻

丸

丸

第
五
蹴

τf 
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雑

録

比
舵
性
な
き
統
計
的
計
量

第
二
十
四
番

九
三

C

第
五
按

五

四

る
か
ら
ご
云
っ
て
、
そ
り
原
因
は
職
業
の
相
違
に
あ
り
は
、
男
は
女
よ

b
h
多
〈
外
部
に
出
て
活
動
す
る
結
果

E
U
断
定
L
得
な
い
o

其
の
伎
は
、
職
業
に
よ
h
従
業
誘
惑
せ
ら
れ
る
機
曾
の
多
い
こ
ご
、
家
族
扶
養

ω責
任

者

ω性
別
年
新
別
構
成
が
刷
出
な
h
、
繭
魁
程
度
に
差
が

-
L九

》
、
一
大
な
る
こ
正
、
あ
る
加
の
犯
非
は
女
に
之
を
犯
す
能
力

u
u
r件
以
酬
は
し
ん
明
日
制
山
口
れ
レ
日
ゐ
河
一
一
一
一
言
こ
己
等
、
純
々
の
原
因
が
相
合
し
て
一
般
的
原
因

ι、
こ
れ
ら
の
要
事
炉
』
消
去
し
た
上
で
な
7
れ
工
、
農
↑
組
成
し
、
滋
徳
的
資
質
の
相
違
は
か
、
る
一
般
的
原

業
の
差
異
を
以

τ
E
C率
相
遣
の
原
悶
正
山
一
見
船

l
引
一
因
の
軍
な
る
一
因
子
に
過
ぎ
な
い
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。

な

い

の

で

め

る

。

一

他

に

生

産

調

査

に

閲

す

る

例

を

採

る

o

絶
判
的
生
産

↑
額
h
r
B
h
、
時
間
賞
。
生
産
舗
を
算
出

L
、
之
が
比
較
に

ト
よ
ち
例
に
手
。
四
稲
は
、
数
授
が
既
に
そ
の
著
述
一
よ
っ
て
勢
働
者
の
能
率
を
秤
量
す
る
こ
ご
は
、
普
通
に

・

2MHEE38『

]
S
2
3
E
5
n
r
g
p
H
r
a
g
a
一
行
は
れ
る
方
法
で
あ
る
。
併
L
、
時
間
常
生
産
額
七

F
r
o
w
w
中
の
一
節
「
統
計
的
比
一
縦
性
」
に
掲
げ
台
所
で
一
決
定
可
る
の
は
、
勢
働
者
の
能
率
以
外
に
工
場
機
械

ω

功
1

J

J

、
A
1
次
の
論
文
に
於
て
は
同
一
要
旨
を
反
覆
し
一
設
備
原
料
川
精
哩
書
部
品
等
間
々
の
図
案
よ
b
成
る
一
般

れ
に
止
る

z

τ

的
原
因
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る
秤
量
は
明
に
不
蛍
で
あ

四

一

る

。

反
之
、
以
下
巴
扉
図
以
新
に
追
加
!
た
も
の
で
あ
-
夏
に
一
九
二
四
年
一
月
中
に
戸
!
と
訴
坑
に
畿
生
し

る

。

一

化

災

害

数

は

、

前

年

の

そ

れ

に

比

し

て

著

[

(

多

数

で

町

一

般

的

原

因

の

ト

仔

在

て

の

っ

た

。

一

部

山

論

者

は

之

が

原

因

を

勢

勤

時

間

ω延

1
4

一
長
に
蹄
し
た
o

け
れ
ど
も
一
九
二
三
年
郎
も
泊
施
的
低

道
徳
一
統
計
よ
b
一
例
を
採
る
ο

男
、
犯
罪
頻
繁
率
は
-
抗

ω
行
は
れ
た
際
こ
は
、
地
下
労
働
が
殆
ん
Y
」
な
か
っ

女
の
ぞ
れ
の
約
五
倍
に
干
し
て
ゐ
る
併
川
な
が
ら
、
一
た

L
、
盟
側
一
的
抵
抗
の
際
虐
使
ぜ
ら
た
機
械
設
備
が

こ
の
事
震
を
基
礎
に

L
て
、
男
の
犯
搾
を
耳
て
す
る
傾
一
脅
年
に
至
っ
て
漸
〈
悪
影
響
を
及
ぼ
始
的
た
己
も
見

向
は
女
の
瓦
倍
に
上
h
，
、
男
は
道
徳
的
資
質
に
於
て
そ
得
る
か
ら
、
問
者
を
直
も
に
比
較
す
る

ω
は
釧
'
意
義
で

れ
仁
け
女
に
劣
る
も
の
さ
は
断
じ
得
な
い
。
そ
の
理
由
あ
る
。

-、

. . ..， 
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、
に
於
て
比
較
陸
な
き
統
計
的
計
数
恥
一
生
中
る
銭
的
計
数
を
生
十
る
第
六
因
ご
し
て
、
統
計
的
計
数
或
は

五
目

Z
L
て
、
一
皆
既
闘
の
主
を
数
へ
ね
ば
な
ら
-
一
紘
一
綴
ぷ
訪
日
川
崎
1
崎
市
川
け
♂

u
u

m
H
C

一
何
故
外
的
環
境
が
計
数
に
影
響
す
る
か
、
又
比
較

r
阻

州
統
計
に
過
大
な
る
能
力
を
期
待
す
る
こ
ご
一
時
す
る
か
o

数
授
は
そ
の
理
由
を
突
の
如
〈
設
明
す

ベ
九
二
六
年
維
納
に
開
催
せ
ら
れ
た
枇
命
政
策
皐
曾
一
一
る
。
此
の
析
の
場
合
研
究
者
の
問
題
ご
す
る
所
は
、
統

の
席
上
問
題
ご
な
っ
た
事
項
で
あ
る
が
、
各
凶

ω凶
富
一
計
的
計
数
に
表
卒
せ
ら
れ
た
事
賓
の
み
に
止
ら
宇

L

及
び
閥
民
所
符
に
闘
す
る
計
数
じ
は
相
瓦
比
較
し
符
な

7
、
そ
れ
以
外
に
外
的
環
境
に
理
;
事
項
に
も
及

い
も
の
が
甚
に
多
い
。
何
ご
な
れ
ば
、
凶
に
上
っ
て
所
一
ょ
。
例
へ
ば
闘
省
又
は
岡
民
所
得

ω研
究
に
於

τは
明

2
3
5
5
1、

自

然

的

及

び

一

民

師

は

お

雄

前

明

石

川

dhM

経
略
目
的
成
騒
が
甚
に
l

(
相

手

Lτ
ゐ
る
か
ら
で
あ
川
ぃ
叫
ん
相
続
i
r

に
於
て
は
住
民
の
財
政
的
負
携
を
明
に

抗
出
べ
川
口
M
M
1
U
州
協
同
市
川
一
日
以
ぷ
抑
制
下
町
日
制
限
細
川
r

、
品
川
叫
用
を
得
る
仁
キ
蛍
の
出
投
を
必
要
己
す

I
一
四
時
鋼
系
の
究
明
の
手
段
ご
し
て
宿
す
る
以
上
の
能
力

に
北
欧
諸
凶
の
あ
る
税
皮
の
財
産
は
伊
太
利
の
無
一
物
一
を
期
制
判
る
こ
正
、
ご
云
は
ね
ば
な
ら
泊
o

t
匹
敵
す
る
の

τあ
る

o

-

一
以
上
仲
戸
山
内
]
内
放
授
の
「
比
較
性
な
き
統
計
的
計
数
」
ぜ

他
に
似
た
例
を
求
む
れ
ば
、
欧
洲
諸
都
府
の
鴻
一
見
比
一
生
vq
る
原
凶
に
闘
4
る
見
加
を
略
辿
L
た
の
で
あ
る

F
H苛
蹴
返
に
闘
す
る
統
討
を
作
成
す
る
際
、
市
舶
を
一
一
炉
、
激
授
は
近
〈
比
絞
訟
に
附
す
る
桝
究
を
一
括
L

K
Y議
号

す

る

べ

--zaに
取

扱

ふ

べ

一

点

以

紛

れ

ぷ

五

給

問

。

一

日

も

;

き
や
、
闘
枇
負
擦
り
地
方
別
研
究
に
蛍
つ
f
L
、
地
方
税
一
ら

ぬ
共
組
合
守
阪
の
畝
徴
金
を
如
何
に
す
べ
き
平
等
、
随
一

所
に
存
在
す
る
o

以
上
り
例
を
考
慮
す
る
ご
乃
は
、

比
較
性
な
き
統
計

雑

1ft 

比
較
性
な
き
統
計
的
計
監

正

誤

:

第
二
十
制
巷
停
凶
慌
に
崎
棋
の
末
必
博
士
山
時
論
山
中
に
て
銘
λ
丸
買
の

(
英
巾
曜
日
備
伊
一
計
岡
主
力
艦
の
勢
力
比
半
を
E
、
賀
、
三
、

7
U
F
l
、

て
七
百
・
と
す
)
を
削
除
す

第
二
十
四
笹

ブL

第
五
現

五
五

.‘， 
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